
そ
の
後
も
下
林
建
築
で
や
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
が

あ
っ
た
り
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
戦
争
、
最
近
で
は
中
東
情
勢

の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
材
が
年

に
何
度
も
値
上
が
り
し
て
お
り
、

見
積
を
作
る
の
も
大
変
で
す
。

　

現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

自
分
の
健
康
と
ボ
ケ
防
止
の
た
め

で
す
。
旧
パ
ル
コ
前
の
中
央
西
公

園
や
分
銅
町
公
園
で
植
え
込
み
の

手
入
れ
等
を
し
て
い
ま
す
。
駅
に

近
い
公
園
な
の
で
い
ろ
い
ろ
な
人

が
来
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
「
こ

こ
の
公
園
は
い
つ
来
て
も
き
れ
い

で
す
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も

い
て
仕
事
を
し
て
も
張
り
合
い
が

あ
り
ま
す
。

　

当
町
会
に
お
世
話
に
な
り
28
年

が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
安
心
と

い
う
価
値
に
つ
い
て
経
験
を
踏
ま

え
私
の
思
い
を
若
干
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
無
機
・
有
機
半
導
体
材
料

の
研
究
開
発
一
筋
に
40
年
、
今
は

駐
輪
場
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
は
日
本
最
古
の
学
生
赤

十
字
奉
仕
団
（
学
奉
）
で
6
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、
就
職
後

　

私
は
今
現
在
67
歳
で
す
が
、
23

歳
の
時
に
波
田
町
の
雲
井
商
店
に

弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の

日
当
は
３
０
０
円
。
弟
子
入
り
し

て
か
ら
一
人
立
ち
す
る
ま
で
に
５

～
６
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
日
当

は
10
倍
の
３
、０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。
弟
子
入
り
し
た
頃
は
建

築
の
坪
単
価
が
７
～
８
万
の
時
代

で
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
が
新
し
く
導
入

さ
れ
た
頃
で
す
。

　

大
工
の
仕
事
は
教
え
て
は
も
ら

え
ま
せ
ん
。
人
が
仕
事
を
し
て
い

る
の
を
見
て
自
分
で
覚
え
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃

は
一
カ
月
の
う
ち
第
３
日
曜
日
し

か
休
み
が
な
く
、
県
外
の
仕
事
も

あ
っ
た
の
で
、
職
人
の
作
業
着

の
洗
濯
や
炊
事
の
仕
事
を
し
た
り

と
、
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。
年

を
と
る
に
つ
れ
て
無
理

は
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
２
日
半
の
ま
と

ま
っ
た
休
み
が
あ
る
時

は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
仕
事

を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

一
時
期
、
正
社
員
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
工
務
店
に
も
い
ま
し

た
。
そ
の
仕
事
も
波
が

あ
っ
て
工
務
店
を
辞
め

る
こ
と
に
な
り
、
下
林

建
築
を
立
ち
上
げ
て
孫

請
け
仕
事
も
始
め
ま
し

た
。
工
務
店
を
辞
め
た

後
も
建
材
屋
や
下
請
け

業
者
に
信
用
が
あ
り
、

も
若
干
行
い
、
そ
の
後

第
三
分
団
で
消
防
団

活
動
15
年
、
体
育
部
で

28
年
間
活
動
し
て
き

て
い
ま
す
。「
安
心
＝

安
全
×
信
頼
」
と
定
義

す
れ
ば
、
こ
れ
迄
の
私

の
人
生
は
安
心
と
い

う
価
値
向
上
に
寄
与

し
た
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ま
す
。

　

学
奉
で
は
特
に
献

血
事
業
改
革
に
注
力

し
ま
し
た
。
献
血
手
帳

裏
に
記
載
の
優
先
還

元
条
項
撤
廃
に
引
き

続
き
、
貯
血
思
想
（
手

帳
の
貯
金
通
帳
運
用
）

の
撲
滅
、
つ
ま
り
、
供

給
欄
抹
消
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
学
３
年
時
に
は
実
現
さ
れ
、
以

降
輸
血
を
手
帳
な
し
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
面
で
は
、
３
桁
の
特
許
と

論
文
を
出
し
、
無
機
か
ら
有
機
半

導
体
材
料
へ
転
換
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
超
低
価
格
化
と
安
全
性

信
頼
性
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
に
入
り
相
澤
病
院

か
ら
防
災
緑
地
と
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
「
結
」
南
側
の
道
路

沿
い
敷
地
と
の
交
換
に
関
す
る
依

頼
が
来
ま
し
た
。
秋
に
は
皆
さ
ん

の
賛
否
が
問
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
緑
地
は
平
成
23
年
、
行
政

現在の天神通り

が
密
集
地
域
の
延
焼
防
止
の
た
め

に
設
け
た
緩
衝
地
帯
と
の
こ
と
で

す
。
血
税
も
使
わ
れ
て
お
り
、
数

少
な
い
避
難
場
所
に
次
ぐ
貴
重
な

空
間
で
あ
り
、
幼
児
や
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
10
回
以
上
の
炊
出
し
訓

練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
三
方
が
道

路
に
面
し
て
お
り
、
逃
げ
口
が
四

方
向
に
あ
っ
て
拡
張
性
も
あ
り
ま

す
。
一
方
、
交
換
候
補
地
は
逆
の

状
況
で
す
。
民
家
も
ビ
ル
も
近
接

し
て
お
り
不
安
な
状
況
で
す
。
公

の
空
間
と
民
地
の
交
換
は
疑
問
で

す
が
、
安
心
面
か
ら
み
な
さ
ま
は

ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

「
安
心
」
と
い
う
価
値

 

北 

川
　
清 

三

中
条
東
第
三
町
会
　

花時計公園の時計と植栽

今
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て

 

下 
林
　
清 
次

錦
町
町
会
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カ
メ
や
ス
マ
ホ
で
手
軽
に
撮
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
撮
影
会
で
は
1
枚
の
写
真
を
撮

る
た
め
に
カ
メ
ラ
マ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
写
真
向
け
に
化
粧
直
し
を
す

る
人
、
服
の
襟
元
等
を
整
え
る
人

な
ど
、
何
人
も
が
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
方
々
は
緊
張
気

味
な
が
ら
も
表
情
や
ポ
ー
ズ
、
身

体
の
向
き
等
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
注

文
に
応
え
な
が
ら
撮
影
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
二
地
区
防
災
緑
地
と
相
澤
病

院
所
有
代
替
地
と
の
交
換
依
頼
に

つ
き
、
相
澤
病
院
周
辺
の
町
会
長

に
病
院
側
が
説
明
、
質
疑
応
答
し

た
会
議
。
続
い
て
町
会
連
合
会
で

同
様
の
会
議
を
持
ち
、
第
二
地
区

と
し
て
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
相
澤
病
院
が
地
域

の
皆
様
に
直
接
説
明
し
、
皆
様
か

ら
ご
意
見
や
ご
質
問
を
頂
く
地
域

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
・
７
日
・
９
日
・
13

日
の
４
回
開
催
し
、
延
べ
１
２
８

人
に
及
ぶ
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
頂
き
、
貴
重
な
ご
意
見
ご
質
問

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
説
明
会
等
に
よ
り

論
議
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

６
月
４
日
、
第
二
地
区
公
民
館

大
会
議
室
で
「
素
敵
な
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
撮
影
会
」
が
開
催
さ
れ
、

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

元
宮
沢
写
真
館
館
主
の
宮
澤
泰

也
さ
ん
が
カ
メ
ラ
マ
ン
を
務
め
、

ご
自
身
が
写
真
館
で
使
わ
れ
て
い

た
撮
影
用
の
ラ
イ
ト
等
の
機
材
を

セ
ッ
ト
し
て
会
議
用
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
布
を
掛
け
た
背
景
板
の

他
、
化
粧
直
し
を
す
る
場
所
、
撮

ら
れ
る
人
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

よ
う
休
憩
す
る
場
所
を
作
っ
て
大

会
議
室
が
即
席
の
写
真
ス
タ
ジ
オ

に
仕
立
て
ら
れ
、
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

（
肖
像
写
真
）
の
撮
影
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
や
写
真
を
撮
る
と
き
は
デ
ジ

昨
年
９
月
に
松
本
市
の

広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
信
州
大
学
の
能
勢
博

教
授
が
提
唱
す
る
『
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
』
の

会
員
募
集
に
第
三
地
区

福
祉
ひ
ろ
ば
を
所
属
と

し
て
申
し
込
み
ま
し
た
。

10
月
６
日
に
15
名
の
新
入
会
員
の

入
校
式
で
、
能
勢
先
生
の
講
演
や

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
と
先
輩
会
員
の

体
験
談
を
お
聞
き
し
て
、
10
日
に

南
部
体
育
館
で
新
人
会
員
の
体
力

測
定
が
あ
り
ま
し
た
。
体
重
・
体

脂
肪
率
･
腹
囲
・
血
圧
の
形
態
測

定
と
採
血
の
後
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

の
使
用
方
法
の
説
明
を
受
け
ゆ
っ

く
り
歩
き
３
分
、
速
歩
３
分
の
繰

り
返
し
を
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

速
歩
が
新
入
会
員
の
中
で
一
番
遅

く
体
力
が
非
常
に
落
ち
て
い
る
と

感
じ
、
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い
ま
し

た
。
現
在
あ
が
た
運
動
公
園
芝
生

広
場
と
あ
が
た
の
森
公
園
周
辺
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
姿
で
歩
い

て
い
ま
す
。
４
月
15
日
に
半
年
経

過
し
体
力
・
形
態
測
定
が
あ
り
体

重
・
体
脂
肪
率
・
腹
囲
と
も
に
改

善
。
効
果
を
実
感
し
た
イ
ン
タ
ー

バ
ル
速
歩
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
月
１
回

の
第
三
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
の
集
ま

り
に
は
自
宅
か
ら
３
分
弱
で
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
行
け
ま
す
。�

（
筒
井
）

井戸の周りも丁寧に清掃しまう

公
民
館
の
大
会
議
室
で

　 
写
真
撮
影
会
を
開
催

防
災
緑
地
に
つ
い
て

 

地
域
住
民
説
明
会
開
催

◆ 

文
化
委
員

南
源
地

南
源
地

常
盤
町

北
源
地

宮
村
町
１
丁
目

梅
ヶ
枝
町

錦
町

栄
町

天
神
南
小
池
町

飯
田
町
１
丁
目

中
条
東
第
１

中
条
東
第
２

中
条
東
第
４

南
源
地

北
源
地

宮
村
町
１
丁
目

宮
村
町
２
丁
目

長
沢
町

錦
町

栄
町

常
盤
町

向
島

天
神
南
小
池
町

飯
田
町
１
丁
目

飯
田
町
２
丁
目

中
条
東
第
２

中
条
東
第
３

中
条
東
第
４

梅
ヶ
枝
町

錦
町

錦
町

中
条
東
第
４

宮
村
町
２
丁
目

小
池
町

向
島

小
池
町

（
◎
：
委
員
長
　
○
：
同
副
）

◆ 

運
営
委
員

町
会
連
合
会
会
長

　
　
〃
　
　
副
会
長

　
　
〃
　
　
副
会
長

　
　
〃
　
　
副
会
長

　
　
〃
　
　
会
計

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
会
長

町
内
公
民
館
長
会
会
長

民
生
･
児
童
委
員
協
議
会
会
長

日
赤
奉
仕
団
分
団
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
会
長

子
ど
も
会
育
成
会
会
長

体
育
協
会
理
事
長

◆ 

館
報
編
集
委
員

北
源
地

錦
町

梅
ヶ
枝
町

小
池
町

飯
田
町
２
丁
目

◆ 

体
育
委
員

南
源
地

長
沢
町

南
源
地

宮
村
町
２
丁
目

栄
町

中
条
東
第
１

中
条
東
第
２

◆ 

図
書
視
聴
覚
委
員

中
条
東
第
２

小
池
町

北
源
地

梅
ヶ
枝
町

長
沢
町

飯
田
町
２
丁
目

令
和
８
年
度

公
民
館
五
部
門
委
員

◎
三
村
　
隆
彦

○
伊
藤
　
博
敏

○
寺
嶋
　
　
修

大
野
　
貴
由

伴
　
　
吉
宏

横
山
　
　
徹

大
澤
　
一
夫

前
川
　
信
俊

横
山
和
日
光

大
野
　
幸
司

西
村
　
好
寛

西
　
　
寿
久

川
上
　
　
隆

茅
野
　
俊
幸

牛
丸
　
一
利

手
塚
　
勝
彦

廣
田
　
純
子

細
田
　
良
子

清
水
　
末
子

鈴
木
　
将
也

市
川
　
英
夫

永
田
　
洋
子

横
山
　
和
明

林
　
　
　
真

村
上
　
圭
子

上
條
千
枝
子

青
柳
　
和
代

小
笠
原
利
恵

百
瀬
　
隆
夫

古
賀
　
　
寛

青
栁
小
百
合

丸
山
　
一
恵

牟
禮
　
徳
子

西
澤
　
豊
子

竹
内
　
　
優

小
林
　
　
寛

◎
村
上
　
重
義

○
青
柳
　
　
茂

○
寺
嶋
　
　
修

○
大
野
　
貴
由

丸
山
　
悦
雄

寺
嶋
　
　
修

鴻
田
　
益
孝

井
上
真
由
巳

北
條
　
富
志

千
田
　
圭
子

横
内
　
秀
明

北
川
　
清
三

◎
筒
井
　
完
次

○
青
栁
　
孝
明

川
上
　
明
彦

宮
澤
　
泰
也

村
上
　
重
義

◎
秋
山
　
博
見

○
木
下
　
眞
吾

相
河
八
千
代

小
林
　
幸
子

前
川
　
信
俊

武
井
　
一
幸

西
　
　
弘
子

◎
荒
井
今
朝
治

○
小
林
み
ち
子

松
田
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 新町会長紹介

公民館の大会議室が写真スタジオになりました
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